
教校部「古今楷定」中西昌弘 

 

「古今楷定」ということばは、善導大師の「散善義」の「 其
それがし

、いまこの『観経』の要義を

出
いだ

して、古今楷定せんと欲
ほっ

す。」にあります。その『観経』の要義とは、『観経』開説の仏意を

明らかにすることで、その内容は「本願力による凡夫入報」の一語に尽きます。 

当時、人師の釈が横行する中で、人師の浅智によらず、仏意に直参し、その真意をうかがわ

んとされたのが、善導大師の仏経に対する基本的立場であります。 

そのような基本的立場から、諸師の誤ちを正してゆくのが古今楷定という善導大師の発輝

であることを明確にしてゆきます。 

 


